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令
和
五
年
度
　
商
工
会
連
合
会
重
点
事
業

令
和
五
年
度
の
本
会
事
業
等
を
審

議
す
る
臨
時
総
会
が
、
去
る
三
月

二
十
四
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
五
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
や
コ

ス
ト
高
等
で
苦
し
む
地
域
企
業
の
経

営
危
機
回
避
を
最
重
点
に
取
組
む
と

と
も
に
、
会
員
企
業
の
未
来
に
貢
献

す
べ
く
「
地
域
経
済
及
び
企
業
の
発

展
に
貢
献
で
き
る
、
よ
り
質
の
高
い

課
題
解
決
力
を
持
っ
た
商
工
会
」
を

目
標
と
し
、
髙
橋
会
長
を
は
じ
め
役

職
員
が
一
丸
と
な
り
、
次
の
七
つ
の

重
点
事
業
を
核
に
、
各
種
事
業
を
積

極
的
に
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

一
、�事
業
再
構
築
や
販
路
拡
大
支

援
等
に
よ
る
コ
ロ
ナ
禍
の
早

期
克
服

・�

需
要
の
変
化
に
対
応
し
た
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
の
見
直
し
支
援
と
と
も

に
、
資
金
繰
り
・
経
営
改
善
・
事

業
再
生
・
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
向
け

た
相
談
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

・�

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
を
活
用
し

た
販
路
開
拓
支
援
を
実
施
し
、
新

た
な
販
売
方
法
や
集
客
方
法
の
革

新
を
促
し
ま
す
。

二
、�地
域
密
着
型
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
の
推
進
と
広
域
支
援
制
度

に
よ
る
支
援
水
準
の
引
上
げ

・��

計
画
経
営
の
普
及
を
主
と
し
た
地

域
密
着
型
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の

推
進
に
よ
り
企
業
の
生
産
性
向
上

を
図
り
ま
す
。

・�

い
わ
て
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ア
ワ
ー
ド
を
実
施
し
、
戦
略
的

な
経
営
を
喚
起
し
ま
す
。

・�

広
域
経
営
指
導
員
を
核
と
し
た
Ｏ

Ｊ
Ｔ
に
よ
る
支
援
水
準
の
底
上
げ

を
図
り
ま
す
。

・�
事
業
承
継
案
件
の
掘
り
起
こ
し
や

事
業
承
継
診
断
等
に
よ
り
、
事
業

者
の
状
況
に
応
じ
た
事
業
承
継
を

推
進
し
ま
す
。

三
、�デ
ジ
タ
ル
化
・
Ｄ
Ｘ
の
推
進

等
に
よ
る
会
員
企
業
の
生
産

性
向
上
支
援

・�

企
業
経
営
の
効
率
化
・
高
付
加
価

値
化
に
向
け
て
、
企
業
の
Ｄ
Ｘ
へ

の
取
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

・�

新
た
な
記
帳
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
に
よ
る
施
策
情
報

の
発
信
情
報
シ
ス
テ
ム
環
境
の
整

備
を
進
め
ま
す
。

・�

経
営
環
境
の
変
化
に
応
じ
た
柔
軟

な
働
き
方
を
実
現
す
る
た
め
、
企

業
の
労
働
環
境
の
改
善
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

等
へ
の
対
応
を
支
援
し
ま
す
。

四
、�実
効
性
の
高
い
組
織
体
制
の

整
備
に
よ
る
組
織
開
花
期
の

推
進

・�

県
下
統
一
行
動
目
標
の
浸
透
を
図

る
と
と
も
に
、
国
・
県
の
施
策
等

を
反
映
し
た
次
期
中
期
計
画
の
策

去
る
五
月
二
十
九
日
、
ホ
テ
ル

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
ニ
ュ
ー
ウ

イ
ン
グ
に
お
い
て
令
和
五
年
度
岩

手
県
商
工
会
連
合
会
通
常
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
提
出
さ
れ
た
議

案
は
、
令
和
四
年
度
の
事
業
報
告

書
、
一
般
会
計
を
は
じ
め
、
四
会

計
の
収
支
決
算
書
等
、
全
七
議
案

が
原
案
の
と
お
り
承
認
・
決
定
さ

れ
、
第
八
号
議
案
で
は
役
員
の
補

欠
選
任
が
行
わ
れ
、
新
た
に
県
青

連
会
長
の
小
林
周
平
氏
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
髙
橋
会
長
が
、

挨
拶
を
述
べ
た
後
、
来
賓
を
代
表

し
て
東
北
経
済
産
業
局
長
、
岩
手

県
知
事
、
岩
手
県
議
会
議
長
、
日

本
政
策
金
融
公
庫
盛
岡
支
店
国
民

生
活
事
業
統
轄
よ
り
祝
辞
を
賜
り

ま
し
た
。

な
お
、
総
会
に
先
立
ち
次
の
商

工
会
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

定
を
進
め
ま
す
。

・�

商
工
会
機
能
の
維
持
と
支
援
水
準

の
向
上
に
向
け
て
、
広
域
連
携
体

制
の
検
討
と
職
員
の
処
遇
改
善
や

人
材
の
確
保
と
適
正
配
置
を
す
す

め
ま
す
。

五
、�商
工
会
役
職
員
の
研
修
と
次

世
代
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
強
化

・�

商
工
会
、
青
年
部
及
び
女
性
部
活

動
を
通
じ
て
経
営
者
・
組
織
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
資
質
向
上
を
図
る
研

修
・
事
業
等
を
実
施
し
ま
す
。

・�

商
工
会
職
員
の
研
修
で
は
、
国
検

討
の
施
策
の
理
解
と
必
要
知
識
等

の
習
得
を
支
援
し
ま
す
。

六
、�商
工
会
の
環
境
変
化
対
応
及

び
財
政
基
盤
の
強
化

・�

商
工
会
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
に
基
づ

き
、
事
業
の
改
善
や
効
率
化
等
を

目
的
と
し
た
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
ま

す
。

・�
商
工
会
業
務
の
効
率
化
に
向
け

て
、
自
己
財
源
確
保
や
財
政
シ
ュ

ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
財
政

運
営
の
健
全
化
を
支
援
し
ま
す
。

七
、�行
政
・
関
係
機
関
と
の
連
携

強
化

・�

各
市
町
村
に
お
け
る
小
規
模
企
業

振
興
条
例
策
定
を
推
進
し
ま
す
。

・�

小
規
模
事
業
者
の
感
染
症
や
災
害

等
へ
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ

の
支
援
体
制
を
構
築
す
る
た
め

「
事
業
継
続
力
強
化
支
援
計
画
」

の
策
定
を
推
進
し
ま
す
。

■
組
織
強
化
優
良
商
工
会（
八
商
工
会
）

　

�

滝
沢
市
商
工
会
、
洋
野
町
商
工

会
、
一
戸
町
商
工
会
、
金
ケ
崎

町
商
工
会
、
田
野
畑
村
商
工

会
、
雫
石
商
工
会
、
紫
波
町
商

工
会
、
八
幡
平
市
商
工
会

■
経
営
革
新
優
良
商
工
会（
一
商
工
会
）

　

二
戸
市
商
工
会

■
記
帳
推
進
優
良
商
工
会（
一
商
工
会
）

　

田
野
畑
村
商
工
会

■
福
祉
向
上
優
良
商
工
会

①
商
工
貯
蓄
共
済
の
部（
六
商
工
会
）

　

�

前
沢
商
工
会
、
金
ケ
崎
町
商
工

会
、
岩
手
町
商
工
会
、
軽
米
町

商
工
会
、
二
戸
市
商
工
会
、
野

田
村
商
工
会

②
会
員
福
祉
共
済
の
部（
一
商
工
会
）

　

八
幡
平
市
商
工
会

令
和
五
年
度

令
和
五
年
度  

通
常
総
会
を
開
催

通
常
総
会
を
開
催

挨拶をのべる県連髙橋富一会長

表彰を受ける二戸市商工会生内会長

商工会いわて
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岩手県商工会青年部連合会・女性部連合会事業報告岩手県商工会青年部連合会・女性部連合会事業報告

岩手県商工会女性部連合会岩手県商工会女性部連合会
令和５年度通常総会開催令和５年度通常総会開催

岩手県商工会青年部連合会岩手県商工会青年部連合会
令和５年度通常総会開催令和５年度通常総会開催

令和５年度岩手県商工会女性部連合会通常総会
を５月９日盛岡市「ホテルメトロポリタン盛岡」
にて開催しました。
総会開催にあたり木村会長より昨年度はコロナ

対策を講じながら、リーダー研修会及びブロック
別研修会の開催並びに、書き損じはがきや未使用
はがきを収集しジョイセフへ寄贈したほか、新た
にヘアドネーションへの協力支援を行い、コロナ
禍の中出来うる限りの事業を実施した旨挨拶があ
りました。

議案に入る前に、部員増強運動で優秀な成績を
おさめた八幡平市・岩泉・野田村商工会女性部に
表彰状が伝達されました。
議案審議では、雫石商工会女性部の佐々木部長

が議長を務め、第１号から第４号議案まで承認さ
れました。
また、第５号議案の任期満了に伴う役員の選任

では、次のとおり選任されました。
会　長　木　村　千　種（山 田 町商工会女性部）
副会長　高　橋　靜　子（軽 米 町商工会女性部）
副会長　平　　　紀　子（金ケ崎町商工会女性部）
理　事　近　藤　とし子（葛 巻 町商工会女性部）
理　事　宮　野　千　栄（八幡平市商工会女性部）
理　事　松　本　京　子（洋 野 町商工会女性部）
理　事　前　川　敬　子（遠　　野商工会女性部）
理　事　酒　本　涼　子（西 和 賀商工会女性部）
監　事　木　村　里　美（大　　槌商工会女性部）
監　事　内　沢　由美子（二 戸 市商工会女性部）
なお、今回の役員改選において、県女性連のた

めご尽力賜りました水野礼子理事、國枝弥惠子理
事、吉田美知子監事の３名の役員が退任されまし
た。

令和５年５月10日に令和５年度岩手県商工会
青年部連合会通常総会が、盛岡市「アートホテル
盛岡」で開催されました。
令和５年度の県青連事業は、例年実施している
リーダー研修会の他、東北六県・北海道商工会青
年部員交流研修会が岩手県開催となることや、令
和７年度商工会青年部全国大会の本県誘致に向け
活動が本格化する等、多くの事業を計画していま
す。本年度のスローガンを「未来探求 ～よりよ
い明日を求め続け、次代へ未来へ繋げる～」とし、
実施する各種事業が青年部員の成長と地域の未来
へ繋がるよう努めていく旨、令和５年度事業計画
の中で県青連より説明が行われ、令和４年度の事
業報告等と併せて全議案が承認されました。
なお、任期満了に伴う役員改選が行われ、新会
長に雫石商工会青年部の小林周平氏が選任されま
した。
 

任期満了に伴う役員の選任によって選出された
新役員は次の通りです。
会　長　小　林　周　平（雫　　石商工会青年部）
副会長　小軽米　健　太（二 戸 市商工会青年部）
副会長　兼　澤　幸　男（大　　槌商工会青年部）
理　事　大　崎　伸　幸（軽 米 町商工会青年部）
理　事　山　口　和　顯（岩 手 町商工会青年部）
理　事　佐　々　克　考（山 田 町商工会青年部）
理　事　小　山　祐　樹（陸前高田商工会青年部）
理　事　小野寺　　　伸（前　　沢商工会青年部）
監　事　中　村　敏　昭（一 戸 町商工会青年部）
監　事　ラオグジャブ・ムンフバット（滝沢市商工会青年部）

挨拶を述べる木村千種県女性連会長

新旧役員による引継ぎ式
（中央左：小林周平新会長　中央右：坂久保了会長）

四
月
二
十
九
日
に
発
令
さ
れ
た

令
和
五
年
春
の
叙
勲
・
褒
章
に
お

い
て
、
次
の
四
名
の
方
々
が
叙

勲
・
褒
章
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
旭
日
双
光
章

●
瑞
宝
単
光
章

本
人
の
ご
意
向
に
よ
り
、
写
真

掲
載
を
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
旭

日
単
光
章
を
、
田
面
木
哲
也
（
八

幡
平
市
商
工
会
員
）
が
授
章
さ
れ

て
お
り
ま
す
。�

（
掲
載
敬
称
略
）

令
和
５
年
春
の
叙
勲
・

褒
章
受
章
者
の
ご
紹
介大沢　伸子

（野田村商工会理事）
関　善次郎

（八幡平市商工会員）
福島　國男

（洋野町商工会員）

商工会いわて
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Ｄ
Ｘ
事
例
紹
介

国
土
交
通
省
の
「
令
和
四
年
度

イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
大
賞
・
優
秀
賞
」

を
受
賞
し
た
株
式
会
社
水
清
建
設

の
水
本
孝
社
長
（
矢
巾
町
商
工
会

長
）
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

一
級
河
川
改
修
工
事
に
お
い

て
、
測
量
、
設
計
、
土
工
ま
で
を

一
連
の
※
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
「
工

程
を
三
割
程
短
縮
」
し
た
こ
と
や
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
に
よ
り
取
得
し
た
河

床
三
次
元
デ
ー
タ
を
元
に
「
安
全

か
つ
迅
速
」
に
起
工
測
量
し
た
こ

と
な
ど
が
、
審
査
員
に
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

Ｄ
Ｘ
化
へ
の
道
の
り

水
本
社
長
の
「
や
ろ
う
よ
」
の

一
言
か
ら
始
ま
っ
た
Ｄ
Ｘ
化
で
す

が
、
当
初
、
積
極
的
な
社
員
は
少

な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
取
り
組

水
本
　
孝 

社
長▲ＤＸ大賞受賞

　水清建設（HP）

み
に
は
「
業
務
を
ゼ
ロ
か
ら
見
直

す
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、

社
員
か
ら
の
意
見
は
少
な
く
苦
労

し
ま
し
た
。

さ
ら
に
熟
年
者
は
、
現
状
の
仕

組
み
に
慣
れ
て
い
る
た
め
に
、
新

し
い
取
り
組
み
を
嫌
が
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
同
社
で
は
、
Ｄ
Ｘ
化

に
否
定
的
な
社
員
に
は
「
あ
な
た

の
為
の
改
善
」
と
伝
え
、
社
員
の

理
解
・
協
力
を
得
な
が
ら
現
場
目

線
で
Ｄ
Ｘ
化
を
促
進
し
て
き
ま
し

た
。社

内
で
の
取
り
組
み

同
社
で
は
Ｄ
Ｘ
化
の
取
り
組
み

を
加
速
さ
せ
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
育

成
す
る
為
に
若
手
中
心
の
「
Ｉ
Ｃ

Ｔ
チ
ー
ム
」
を
発
足
さ
せ
、
勉
強

会
な
ど
を
通
じ
て
ス
キ
ル
・
知
識

を
学
び
、
社
員
の
デ
ジ
タ
ル
リ
テ

ラ
シ
ー
を
高
め
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
前
述
の
工
事
な
ど
を

通
し
て
社
員
に
Ｄ
Ｘ
の
良
さ
が

徐
々
に
伝
わ
っ
て
い
き
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
社
内
に
定
着
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

Ｄ
Ｘ
化
の
効
果

若
手
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
向
上
、
半
歩
先
を
行
く
会
社
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
「
毎
年
新
卒

を
採
用
す
る
」
こ
と
や
、「
新
入

社
員
の
定
着
率
を
良
く
す
る
」
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
業
績
ア
ッ
プ
・
工
期
短

縮
し
た
こ
と
に
よ
り
、
週
休
二
日

を
実
現
し
、「
働
き
方
改
革
」
に

も
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Ｄ
Ｘ
を
加
速
さ
せ
る

同
社
で
は
、
次
な
る
取
り
組
み

と
し
て
、
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
に
新

た
な
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
さ
ら
に

Ｄ
Ｘ
を
進
め
、
社
員
の
働
き
や
す

い
環
境
を
整
え
、
市
場
競
争
力
を

高
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。「
Ｄ

Ｘ
に
取
り
組
ま
な
い
企
業
・
個
人

は
、
世
の
中
に
置
い
て
行
か
れ
る
」

と
の
、
水
本
社
長
の
お
言
葉
が
印

象
的
で
し
た
。

商
工
会
の
Ｄ
Ｘ
支
援

Ｄ
Ｘ
に
取
り
組
み
た
い
と
お
考

え
の
方
は
、
最
寄
り
の
商
工
会
に

相
談
す
る
こ
と
で
「
専
門
家
の
派

遣
」
等
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
コ
ス
ト
の
か
か
る
Ｄ
Ｘ

導
入
に
は
「
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
」

等
を
活
用
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。Ｄ

Ｘ
化
に
よ
り
既
存
業
務
が
変

わ
っ
た
「
驚
き
感
」
を
社
内
で
共

有
し
、
会
社
と
社
員
の
「
笑
顔
」

を
増
や
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

「
イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
大
賞
」㈱
水
清
建
設

「
イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
大
賞
」㈱
水
清
建
設（
矢
巾
町
）

（
矢
巾
町
）の
取
り
組
み

の
取
り
組
み

※ICT：情報通信技術（Information and Communication Technology）

　

従
来
の
や
り
方

を
正
し
く
覚
え
る

こ
と
は
、
Ｄ
Ｘ
の

前
提
で
す
。
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けが・病気・がんに

しっかり備える

毎月ご加入
いただけます！！

大切な、商工会会員の皆さま、だからこそ

加入できる特別な制度です!

ご加入できる方
商工会の会員とその家族、会員の従業員とその
家族、商工会・連合会の役職員とその家族であっ
て健康な方が対象となります。

（「病気」の補償およびトータル「がん」補償・シンプル「が
ん」補償の場合、健康状態に関する告知義務があります。）
※ただし2022年11月1日時点での満年齢が満6歳以上満80歳以下
（シニア医療特約・シニアトータル「がん」プラン・シニアシンプル「が
ん」プランでは新規ご加入は満74歳以下）の方に限ります。

「家族」とは…①配偶者、父母、子　②同居かつ扶養している祖父母・
兄弟姉妹・孫　③配偶者の父母　をいいます。
※万一、商工会からの脱退や退職等により、加入者資格を喪失し
た場合には、お手数ですが、ご加入の商工会へご連絡ください
ますようお願いいたします。

あなたも家族もまるごと守る！ 頼れる補償の

全国商工会会員福祉共済

商工会の福祉共済

お問い合わせ・資料請求はご加入の商工会まで

福祉共済加入者・被共済者の皆様
は 、自 動 的に商 工 会プラチナク
ラブの会員になり、「ベネフィット・
ステーション」（運営：ベネフィッ
ト・ワン）の優待サービスをご利用
いただけます!

「けが」の
補 償

け
が
に
よ
る
死

亡・
後
遺障
害、入院、手術、通

院
を
補
償
し
ま
す

「病気」の
補 償疾

病

に
よる
入院
、手術等を補償

し
ま
す

が
ん
・
け
が
・

疾
病
によ
る入院、手術等

を

補
償
し
ま
す

トータル
「がん」補償

が
ん

に
よる
入院
、手術等を補償

し
ま
すシンプル

「がん」補償

商工会いわて
4



経営力向上につながる生産性向上や事業の見直しについて
～中小企業白書・小規模企業白書のポイントと支援施策のご紹介～

●中小企業白書・小規模企業白書のポイント
国内の中小企業の2022年第１四半期の売上高は129兆円で2020年の第１四半期と同水準となり、新型コ
ロナウイルス流行前の水準に回復しています。
売上が回復する一方で、全業種ともに2020年第１四半期以降は人材過不足ＤＩのマイナス幅が拡大し続け、
人手不足感が強まっています。
国内の中小企業は、このような人手不足に対応するために業務プロセス見直し、人材育成、設備投資な
どによる生産性向上や事業の見直しなどの新たな取り組みを行う動きが見られます（図表１）。
実際、生産性の向上や事業の見直しなど環境変化に対応して新たな事業に取り組んだ中小企業は、競合
との差別化や販路拡大につながるといった成果が出ていることから、イノベーションによる生産性向上を
重要なポイントとして中小企業白書・小規模企業白書では挙げています。特に、革新的ではないがイノベー
ションに取り組んだ中小企業と比べて、革新的なイノベーションに取り組んだ企業の方がより効果が大き
く経営力向上につながっています（図表２）。
●図表１　人手不足への対応方法 ●図表２　イノベーションにより得られた成果

出典：いずれの図表も2023年版中小企業白書・小規模企業白書より

●中小企業・小規模事業者向けの支援施策のご紹介（一例）
新型コロナウイルスの流行が収束し経営環境が変化する中、中小企業・小規模事業者の抱える、販路開拓、
事業の見直し（再構築）、生産性向上等の様々な課題解決に対応した国の支援施策（補助金）があります。
商工会は、認定経営革新等支援機関として事業者の皆様に伴走した支援を行いますので、お気軽にお問い
合わせ下さい。

１　小規模事業者持続化補助金 ～小規模事業者の販路開拓に向けた取組を支援します～
●申請対象者：�小規模事業者（従業員が製造業その他20人以下、小売りサービス業５人以下、サービス業の内宿

泊業・娯楽業20人以下）
●主な対象経費：�機械装置等費、広報費、ウェブサイト関連費、展示会等出展費、開発費、借料、委託・外注費

等
●補助金上限額：50万円～200万円　　●補助率：２/３～３/４　※申請枠により補助金額の上限や補助率が異なります。
●その他：�今年度の公募から原則Jグランツによる電子申請となります（※書面申請の場合採点時減点対象とな

ります）。

２　事業再構築補助金 ～アフターコロナ等の環境変化に対応した事業の見直しや再構築を支援します～
●申請必須要件　①事業計画について商工会などの認定経営革新等支援機関の確認を受けること
　　　　　　　　②�補助事業終了後３～５年で付加価値額の年率平均３%～５％以上増加、�

又は、従業員一人当たり付加価値額の年率平均３%～５％以上増加を達成すること
●主な対象経費：建物費、機械装置システム構築費、広告宣伝費等
●補助金上限額：500万円～1.5億円　　●補助率：１/２～３/４
※�申請枠は、成長枠、最低賃金枠、物価高騰対策回復再生応援枠、グリーン成長枠、卒業促進枠等があり申請枠により補助金上限、
補助率が異なります。

３　ものづくり・商業・サービス生産性向上補助金 ～生産性向上に向けた設備投資等の導入を支援します～
●対象経費：�新製品・新サービスの開発や、生産プロセス・提供方法の改善等を通じて生産性が向上する機械装

置やソフトウェア等を新たに導入する費用、運搬費、技術導入費、知的財産権関連経費等
●補助金上限額：750万円～5,000万円　　●補助率：１/２もしくは２/３
※�申請枠は、通常枠、回復型賃上げ・雇用拡大枠、デジタル枠、グリーン枠等があり、申請枠に補助金額や補助率が異なります。

競合との差別化

販路拡大（国内・海外）

顧客満足度向上

既存業務の効率化

コスト削減

社員の能力向上

企業イメージ向上

社会的課題解決

職場の雰囲気改善

人材採用数・定着率の向上

その他

効果は出ていない

■ 革新的なイノベーション活動に取り組んでいる（n=376）
■ 革新的ではないがイノベーション活動に取り組んでいる（n=526）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

58.2%
32.3%

30.6%
34.8%

24.9%
23.1%

36.7%
21.3%
24.9%

20.7%
21.7%

17.0%
10.8%
10.6%

5.9%
7.2%

14.1%
4.5%
8.2%

3.2%
5.1%

10.1%

1.1%

49.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

83.8%

（n=1,868）

正社員の採用

パートタイマーなど有期雇用社員の採用

業務プロセスの見直しによる業務効率化

社員の能力開発による生産性向上

IT化等設備投資による生産性向上

労働時間・残業時間の増加

事業規模の縮小、拠点の整理・統合

その他

48.1%

38.7%

32.4%

29.8%

17.2%

6.6%

7.1%

商工会いわて
5



●中小企業白書・小規模企業白書からみた事業承継の現状
⑴　経営者の年齢の推移（図表１）
　�　経営者年齢のピークは高齢化が進んでいましたが、2022年は経営者年齢の多い層が「60～64歳」、「65
～69歳」、「70～74歳」に分散しています。その中で75歳以上の経営者の割合は、2022年も高まっており、
経営者年齢の上昇に伴い事業承継を実施した企業と実施していない企業に二極化していることがわかり
ます。
⑵　経営者の年齢別の事業承継の意向（図表２）
　�　経営者の事業承継の意向を分析すると、経営者の年代が上がるにつれて事業承継を検討する企業の割
合が高くなっていますが、「誰かに引き継ぐことは考えていない・廃業を検討している」企業が一定割合
あります。また、事業承継の意向が「未定である・分からない」と回答する企業の割合は、70歳代以上
の経営者でも３割弱あり、事業承継にむけて支援機関などに相談するなど早急な対応が必要。
⑶　事業承継による企業の成長（図表３）
　�　事業承継を契機に新商品の開発や新サービスの提供等の、事業の再構築を実施した企業の76％が売上
高増加等の効果があったと回答しており、経営者の世代交代は企業を変革し成長するチャンスであるこ
とを示しています。

●�岩手県の事業承継の現状（帝国データバンク盛岡
支店公表の事業承継に関する動向調査より）
岩手県内の企業（全業種）に2020年に実施した調査によ
ると、調査した企業の69.0％が後継者不在と回答して年々増
加傾向にある他、全国平均の65.1％を大きく上回っています。
経営者の年齢別の不在率をみると、60代が55.2％、70代
が44.2％、80代が51.4％、事業承継の適齢期の経営者のい
ずれも全国平均を上回り、岩手県内の後継者不足は深刻であ
るため、早急な対応が必要です（図表４）。
なお、岩手県では円滑な事業承継を支援するために以下の
ような支援施策を本会を通じて実施します。商工会を通じて
ぜひご活用ください。

●図表１　中小企業の経営者年齢の分布 ●図表２　経営者の年齢別の事業承継の意向

●図表３　承継後に実施した事業再構築の成果

出典：いずれの図表も
　　　2023年版中小企業白書・
　　　小規模企業白書

●図表４　岩手県の後継者不在率の推移

30歳代以下　（ｎ＝138）

40歳代　　　（ｎ＝1,034）

50歳代　　　（ｎ＝1,824）

60歳代　　　（ｎ＝2,131）

70歳代以上（ｎ＝1,037）

0% 10% 20% 30% 40% 100%

33.3%

28.9%

23.1%

28.4% 22.6%

40.4% 17.6%

53.6%2.9%

2.4%7.9% 52.5%

45.8%2.9%18.1%

35.9%2.9%

3.0% 28.5%

50% 60% 70% 80% 90%
■ 子供や孫に引き継ぎたいと考えている
■ 子供や孫以外の親族に引き継ぎたいと考えている
■ 親族以外の役員・従業員に引き継ぎたいと考えている
■ 社外の第三者に引き継ぎたいと考えている

■ 事業の譲渡や売却を検討している
■ 誰かに引き継ぐことは考えていない・廃業を検討している
■ 未定である・分からない

（ｎ＝1,687）

0% 10% 20% 30% 40% 100%

25.0% 51.9% 8.7%

1.7%

12.7%

50% 60% 70% 80% 90%
■ 大きく寄与した
■ ある程度寄与した

■ あまり寄与しなかった
■ ほとんど寄与しなかった

■ まだ効果が出てない・分からない

15～19

20%

15%

10%

5%

0%

■ 2000年  ■ 2005年  ■ 2010年  ■ 2015年  ■ 2020年  ■ 2022年
20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55～59 60～64 65～69 70～74 75～79 80～

事業承継の現状と円滑な承継に向けて
～中小企業白書・小規模企業白書のポイントと岩手県の現状～

●岩手県の中小企業向けの事業承継補助金（予告）のご紹介～円滑な事業承継を支援します～
●対象事業者：�令和５年４月１日時点で事業承継実施後２年以内、もしくは３年以内に代表者を交代する事業承

継を行う計画を有する岩手県内に主たる事務所・工場等を有する中小企業・小規模事業者（県税
の滞納が無いこと）

●対象事業：�後継者又は後継予定者が中心となり、事業承継を契機として販路開拓や収益力向上を目指す新たな
取組み

●対象経費：備品機械設備等購入費、IT導入費、広報費、施設改修費、市場調査販路開拓費、原材料費等
●補助金額：補助上限100万円　　●補助率：１/２
●その他：商工会等の支援機関を通じた補助金の申請となり、審査会でのプレゼンテーションがあります。

※公募期間等の詳細は、後日商工会を通じてお知らせしますのでお問い合せ下さい。

年別

年代別
岩手県 参考：全国

2019 2020 増減比 2019 2020 増減比

30代未満 100.0 100.0 +0.0 91.9 92.7 +0.8

30代 91.7 89.2 △2.5 91.2 91.1 △0.1

40代 87.5 89.4 +1.9 85.8 84.5 △1.3

50代 77.8 74.7 △3.1 71.6 69.4 △2.2

60代 54.3 55.2 +0.9 49.5 48.2 △1.3

70代 42.4 42.4 +0.0 39.9 38.6 △1.3

80代以上 38.0 51.4 +13.4 31.8 31.8 +0.0

平均 67.8 69.0 +1.2 65.2 65.1 △0.1

商工会いわて
6



◆�サービス業、小売業で売上高D・Iが改善、製造業、建設業が
悪化
今期の売上高Ｄ・Ｉは、サービス業、小売業が改善し、サービ
ス業は２期連続の改善となりました。他方、建設業、製造業は３
期連続の悪化となりました。サービス業は8.3ポイント増加して
△23.3、小売業は20.0の大幅な増加となり、△30.0まで改善し
ています。製造業は9.5ポイント減少して△23.3、建設業は10.0
ポイント減少して△45.0まで低下しています。
サービス業は10.1ポイント増加して△31.6まで改善、小売業
は横ばいに留まったものの依然として△50.0の低いレベルで推
移しています。
来期は、全産業において改善することが見込まれます。サービ
ス業は３期連続しての改善、製造業、建設業も改善に転じる見通
しとなっています。
◆�採算：製造業において採算D・Iが改善、小売業、サービス業、
建設業が悪化
今期の採算Ｄ・Ｉは、５期連続して悪化していた製造業が改善
に転じましたが、小売業、サービス業、建設業が悪化となりまし
た。製造業は18.6ポイント増加して△40.0まで改善しましたが、
小売業は5.0ポイント減少の△50.0、サービス業が8.4ポイント
減少の△56.7、建設業は15.0ポイントと大幅に減少して△65.0
となり、依然として低いレベルで推移しています。
来期は、全産業において改善が見込まれます。今期大幅に低下した建設業が上昇に転じて大幅に改善するほか、他の
３業種も改善することが予想されています。
◆資金繰り：製造業を除く３業種において資金繰りが悪化、製造業が大幅に改善
今期は製造業を除く３業種において資金繰りＤ・Iが悪化しました。前期改善に転じていた建設業、小売業、サービ
ス業が悪化しています。建設業は9.2ポイント減少して△25.0、小売業は15.4ポイントの大幅な減少により△43.6と
なりサービス業もわずかながら減少して△36.7となっています。２期連続して悪化していた製造業は増加に転じ、△
26.6まで改善しています。
来期は、全産業において資金繰りＤ・Ｉが改善することが予想されています。
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売上高DI 100.0～30.1 30.0～10.1 10.0～△10.0 △10.1～△30.0 △30.1～△100.0

表　示
快　晴 晴 薄　曇 曇 雨

期間
業種

令和４年
1月～3月 4月～6月 7月～9月 10月～12月

今期
令和５年
1月～3月

（見通し）
４月～６月

製 造 業
雨

（△42.9）
晴

（16.6）
薄曇
（0.0）

曇
（△13.8）

曇
（△23.3）

薄曇
（△6.6）

建 設 業
曇

（△25.0）
薄曇

（△5.0）
曇

（△26.3）
雨

（△35.0）
雨

（△45.0）
雨

（△35.0）

小 売 業
雨

（△53.7）
雨

（△40.0）
雨

（△50.0）
雨

（△50.0）
曇

（△30.0）
曇

（△20.0）

サービス業
雨

（△45.9）
雨

（△31.7）
雨

（△41.7）
雨

（△31.6）
曇

（△23.3）
曇

（△13.4）

業況天気図（売上高D・I）

注）D・Iとは、景気動向指数の略で、増加（上昇、好転、長期化）企業と減少（低下、悪化、短期化）企業の差を示すものです。

酒井　　知

佐々木康晴

佐藤　史朗

熊谷　　誠

廣田　勝彦

伊藤　友彦

鈴木登志朗

菊池　　朗

古澤　啓二

伊藤　貴明

多田　信弘

中小企業景況調査結果の概要令和４年度第４四半期
（令和５年１月～３月）
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岩手県商工会連合会 会員用公式アプリ 配信開始会員用公式アプリ 配信開始
経営に役立つ情報をスマホにお届けします！
　補助金や資金調達の中小企業施策、セミナー、経営事例、イベント等
の新着情報をスマートフォンやタブレットにお届けする岩手県商工会連
合会公式アプリ。
無料で、今までより素早く、情報をキャッチすることが出来ます！

または
各アプリストアから
岩手県 商工会

補助金 販路開拓 資金調達 経営事例 セミナー イベント

ILC current topics　第7号

相談・支援
無料

ハローワークとともに
再就職を支援します

公的機関として支援実績多数。
� お気軽にご相談ください。

厚生労働省と経済・産業団体の協力で1987年に設
立された公益財団法人です。全国ネットで再就職・
人材確保の支援を行っております。

〈応援します、頑張るあなたの新職場!!〉
公益財団法人 産業雇用安定センター

岩手事務所
電話番号 019-625-0434
住所 〒020-0022
盛岡市大通3-3-10
七十七日生盛岡ビル5階

○雇用を守る出向・移籍マッチングをサポート
○会社都合で離職、転職される方の
� 再就職をサポート
○60歳以上の方のキャリアを活かした
� 再就職をサポート
○企業間の人材マッチングをサポート
○優秀な人材の育成、職場の
� 活性化などをサポート

信頼と安心
設立以来 人材マッチング
24万人以上就職実現

「高校生先端研究施設派遣研修の実施について」
昨年12月の「令和４年度いわての高校生サイエ
ンス＆エンジニアリング・チャレンジコンテスト」
で１位（岩手県知事賞）となった盛岡第一高等学校
「堀間班」の生徒５名が、副賞の先端研究施設派遣
研修に参加しました。
３月に行われた研修では、茨城県のJ-PARC（大
強度陽子加速器施設）や岐阜県のスーパーカミオカ
ンデ（東京大学宇宙線研究所）、KamLAND（カム
ランド・東北大学ニュートリノ科学研究センター）

等を訪問し、ＩＬＣの基幹設備である加速器施設や
J-PARCとスーパーカミオカンデを結んだニュート
リノ振動実験などを見学しました。
最先端の素粒子物理学研究に触れた生徒等から
は、「研究者としての道も進路の一つとして考える
ようになった」などといった感想が寄せられました。
コンテストを主催した県は、今後も県内の高校生・
高専生の科学に対する興味・関心を深める取組を推
進し、ＩＬＣを担う人材の育成に取り組んでいくこ
ととしています。

アプリのご利用は、商工会員様のみ可能となっております。
詳しくは、所属商工会までお問い合わせください。！

今すぐダウンロード！ 無料

で手に入れよう
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